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0、はじめに No.1

・日本のファッション産業は、

アパレルの企画に基づき、国内産地の製造業が
生産を受託するOEMが一般的であったが、

コストを抑えるために、この生産拠点が
日本から中国へ、その後は東南アジアへ移り、
近年では南アジアやアフリカにも移管されつつある。

・国内産地の製造業は、

人件費を含めたトータルコストで競争力が低下。
事業所数の減少傾向が続く。

再び生産量を増やし、販路を拡大させていくためには
「高い品質」にこだわる優位性だけでなく、独自のデザインや
技術を可視化し、「ブランド化」させていく必要がある。

・イタリアのファッション産業は、

歴史的に、英国やフランス、スペインなどから衣料品や
革雑貨の生産を受託してきたことで産業が発展。

近年ではこうした製造業が、独自のクリエーションと歴史
ストーリー、生産技術を活用して「ブランド化」。
商業的な成功と生産量の増大につなげている。

・日本の繊維産地の価値向上に向けて・・・

このイタリアの成功事例は参考になる。洋装文化の歴史
背景など異なる点はあるものの、日本にもチャンスあり。

日本が洋装を生産してきた年数は相対的に短いものの、
近年は品質だけでなくデザイン性も高度化。
イタリアやフランスの展示会でも存在感を増しつつある。

・髙島屋 MD本部の久曽神としては、

上記の背景を踏まえて、国内産地の価値向上につながる
イベントや商品展開を小売の立場として考え、
特に、イタリアの展示会（PITTI）で見た Jクオリティ
企画に「ブランド化」の高い可能性を感じ、展開を進行。

＜プロフィール＞

・髙島屋 MD本部 紳士服バイヤー16年
・髙島屋 MD本部 紳士服マーチャンダイザー3年
・国内、イタリア、イギリス、中国、ベトナム等の産地を訪問
・IFIビジネススクール マスターコース修了
・繊維製品品質管理士



1、海外展開の事例紹介（３－１ イタリア PITTI） No.2

・PITTI UOMOは、
1960年代にスタートしたメンズファッションの世界
最大の展示会と言われる。世界中の百貨店や
セレクトショップからバイヤーが集まる。

・日本からの来場者も多い。ドイツなどに次ぐ4番目。

・Jクオリティのファクトリーブランド プロジェクトを
メイン会場建物の好ロケーションで展示。
UA上級顧問の栗野氏の監修で「ブランド化」。
ミラノのリナシェンテ（百貨店）やロンドンのコノリー
（セレクト）、香港のレーンクロフォード（百貨店）
などから高評価。日本では髙島屋がイベント展開。

イタリア
フィレンツェ

2024年1月

PITTI
展示会

Jクオリティ
ファクトリーブランド プロジェクト

ディレクターの下で各社の
強みを生かしつつ、統一感
のある商品群を提案し、
新たな販路開拓を目指す。



No.31、海外展開の事例紹介（３－２ フランス TRANOI）

フランス
パリ

2023年3月
2024年1月

TRANOI
展示会

第一ニット
30/70

トレンタ セッタンタ

サンテイ
TECLOR
テクラー

・TRANOIは、
パリで行われている展示会。1998年にスタート。
2024年からはTRANOI東京も展開。

・日本からの来場者は、フランス、イタリアに次いで
３番目に多い。

・Jクオリティ企画に参加している第一ニット、
サンテイなどは、単独でTRANOIにも出展。

・パリでは日本の食、アニメだけでなく
「ファッション」にも注目が集まりつつある。



No.4

香港
2024年10月

1、海外展開の事例紹介（３－３ 香港 Lane Crawford）

レーン クロフォード
百貨店

・Lane Crawford レーンクロフォードは、
香港で1850年にスタートした百貨店。

・2024年1月のピッティで大規模な買付けを行い、
POP UPイベントを展開。

・Jクオリティの日本チームから10社が香港を訪問。
商品説明や職人の実演などが好評。

・レーンクロフォードは、パリコレクションなどで活躍
する日本ブランドの生産を受託する「ファクトリー」
の独自ブランドの展開に興味を持ち、今回の
買付けとイベント実施につながった。

Jクオリティ
ファクトリーブランド プロジェクト



No.5

横浜髙島屋
1階 正面口

2024年10月

2、国内展開の事例紹介（３－１ 横浜髙島屋）

・2024年1月のピッティで見たJクオリティ企画を
3月に東京の展示会で内容を再確認。

・4月の髙島屋社内プレゼンで承認を得て、
場所（横浜店、新宿店のグランドフロア）と
経費予算（展開什器、装飾費など）を獲得。

・1階フロアでファクトリーブランド５社の商品を
新規展開しつつ、6階 紳士フロアの既存ブランド
で扱うＪクオリティ承認工場使用の約20ブランド
も同時に紹介。栗野氏と

久曽神で
トークショー

各社の企画担当が
直接商品を説明
（白衣はお揃い）

１階と連動する
看板を6階にも配置

Jクオリティ
ファクトリーブランド プロジェクト



No.6

新宿髙島屋
2階 正面口

2024年12月

2、国内展開の事例紹介（３－２ 新宿髙島屋①）

・横浜店に続き、新宿店でもグランドフロアで展開。
２階の正面口はJR改札から直結。

・ファクトリーブランド5社の企画担当者が
直接お客様に商品の魅力を説明するのが好評。

・トークショーでは、日本のモノ作りの高い品質と
バリュー、世界における評価などを説明。ショーの
後は会期中でもっとも混雑。

・ファッションにおける「高付加価値商品」は、
WEBではなく、リアルだからこそ魅力が伝わる。

栗野氏と
久曽神で
トークショー

モニターで
5工場の動画を紹介

白衣は、プロジェクト
参加企業の

内田染工所で作成

Jクオリティ
ファクトリーブランド プロジェクト



No.72、国内展開の事例紹介（３－２ 新宿髙島屋②）

５社それぞれの
「独自の技術」を
パネルで説明

５ブランドの
「イメージビジュアル」を

エスカレーターサイドに掲出

イベントの装飾を紹介



No.82、国内展開の事例紹介（３－２ 新宿髙島屋③）

素材・染色・縫製のすべてを
Jクオリティ認定工場で生産

５ブランド

１８ブランド

イベントの装飾を紹介

素材・染色・縫製のいずれかを
Jクオリティ認定工場で生産

２階のイベントと連携して、
各階紳士フロアに
マップを設置

→ 既存ブランドの
「Jクオリティ商品」を紹介



No.92、国内展開の事例紹介（３－３ 日本橋髙島屋）

・日本橋髙島屋では、2024年9月に
新売場「アイテム セレクト」をOPEN。

・ニット、カットソー、パンツのアイテムを集積し、
国内外のファクトリーブランドを編集。

・ニットでは、ジョンスメドレー、ヨネトミ、
カットソーでは、サンスペル、マルチョウ、
パンツでは、レッドカード、エミネントなどを展開。

・Jクオリティ企画のPOPUPイベントだけでなく、
常備売場でも国内ファクトリーブランドを導入。

日本橋髙島屋
6階 紳士フロア
2024年9月

OPEN

日本橋髙島屋６階
アイテム セレクト



■J∞QUALITYとは

日本アパレル産業協会が運営する事業で、国産ファッション産業の需要創造、産地の活性化を目指す。
従来の日本製を超え、織布・編⽴、染⾊整理加⼯、縫製の各⼯程すべてを承認⼯場で行った製品のみを登録商品とする。
登録商品は純日本製であり、生産過程のトレーサビリティが開示された安全性と世界に誇る高い品質をもつ。

〇課題

➢ 技術や品質は高くても、消費者に響くファッション感度に課題 → 「ファクトリーブランド プロジェクト」で解決へ

承認工場
全国322社

生地 染色 縫製

すべての工程を承認工場で行ったもののみ、登録商品に

No.10＜補足説明＞（２－１ Jクオリティ）



■［POP-UP展開］髙島屋 × J∞QUALITYの象徴として 【産地・商品】を訴求

➢ FACTORY BRAND PROJECTのコレクションを展示(販売)
➢ 参加 12⼯場の中から特に象徴的な5工場をバイヤーが選定、商品を販売
➢ J∞QUALITY承認⼯場の紹介展示など

丸和ニット㈱

世界に一つの編機が生む
バランサーキュラー

■ J∞QUALITY FACTORY BRAND PROJECT

日本が誇る品質を限りなく追求し、安心・安全でクオリティの高い
モノづくりを世界に発信していくプロジェクト。

2024AW企画ではクリエイション面の魅力アップのため、
・特別アドバイザー：栗野宏文氏 (㈱ユナイテッドアローズ上級顧問）
・デザインディレクター：小山雅人氏（HEUGN デザイナー）
の両名を招聘し、その監修による12社の実力派⼯場の商品を展開。 栗野氏小山氏

㈱サンライン

手仕事と全行程一貫生産による
こだわりの重衣料

㈱サンテイ

最新のシームレス縫製
超音波溶着機×熱板溶着機

㈱マルチョウ

オリジナルの特殊ミシンによる
無二の縫製

第一ニットマーケティング㈱

国内唯一のフルファッション編機
によるハイゲージニット

No.11＜補足説明＞（２－２ Jクオリティ ファクトリーブランド プロジェクト）



No.12

１、ファクトリーブランドの立ち上げ

アパレルからの生産を受託するだけでなく、
工場が自社オリジナルのブランドを立ち上げ。

独自の技術やデザイン性をコレクション化しつつ、
ホームページ（LP）、オンライン販売、インスタグラム
などのデジタルプラットフォームを整備。

２、展示会やPOPUPイベント

国内外の合同展示会等に参加し、実際の商品を
バイヤーやマスコミに向けて説明、紹介。

商談から具体的な展開につながれば、百貨店や
専門店などで期間限定のPOPUPイベント等を実施。
マーケットの反応や収支などを確認。

３、ホールセール

ブランドとしての認知が拡がり、
百貨店や専門店などに商品を卸売り。

マーケット評価に応じて売上は拡大していくが、
同時に販路のコントロール、イメージ管理も重要に。

４、リテール

ブランドとして一定の規模まで成長し、百貨店や
専門店、都心路面などにショップを展開。

ブランド独自の世界観を表現するために、ショップ環境や
ゾーニング、販売手法、販促などの管理も重要に。

・ファッションを提案する以上、すべてにセンスが問われる

デジタルプラットフォームから、POPUPイベント時の
商品ラインナップ、ホールセールの販路や店頭の見え方、
ショップの什器や環境、販売手法や販促まですべてが
評価ポイントになるため、トータルのイメージ管理が必要。

→ 外部ディレクターなどの活用も有効

・サプライチェーン全体の連携と「資金サポート」の必要性

ファクトリーブランドの価値向上に向けて、その成長過程は
時には長く、PassionとEnergyを継続させることが重要。
そのために、サプライチェーン全体の連携が必要であるのと
同時に、資金面でのサポート継続も重要。

→ 効果的な「資金サポートの継続」が不可欠

3、ブランディングの事例紹介（６－１ ブランドの成長過程 〔例〕）



3、ブランディングの事例紹介（６－２ サンライン in a Ka-Date） No.13

㈱サンライン

手仕事と全行程一貫生産による
こだわりの重衣料

LP Online store

（⼯事中）

・LPはあるが、オンライン販売と
インスタグラムは未整備

・国内外コレクションブランドの
OEMなど実績あり

Jクオリティ 「ファクトリーブランド プロジェクト」に参加の

12社のうち 「髙島屋イベントで展開した５社」について

ブランドの展開状況を確認

プラットフォーム → POPUP → ホールセール → 海外展示会 → リテール



No.14

丸和ニット㈱

世界に一つの編機が生む
バランサーキュラー

LP

Instagram

3、ブランディングの事例紹介（６－３ 丸和ニット Bebrain）

・LP、オンライン販売と
インスタグラムまで整備済み

・イメージ訴求は「モノ作り」寄り
・単独POPUP展開あり

Online store

プラットフォーム → POPUP → ホールセール → 海外展示会 → リテール



No.15

㈱マルチョウ

オリジナルの特殊ミシンによる
無二の縫製

LP

Instagram

3、ブランディングの事例紹介（６－４ マルチョウ GGG）

・デジタルプラットフォームは整備済み
・単独POPUP展開あり
・百貨店、セレクトにホールセール
・外部ディレクターを起用
全体イメージが洗練されている

POPUP

プラットフォーム → POPUP → ホールセール → 海外展示会 → リテール



No.16

第一ニットマーケティング㈱

国内唯一のフルファッション編機
によるハイゲージニット LP

Instagram YouTube

3、ブランディングの事例紹介（６－５ 第一ニット 30/70 trenta settanta）

TRANOI
パリ出展

・デジタルプラットフォームは整備済み
・POPUP展開、ホールセール
・単独でTRANOIに出展
・外部ディレクターの干場氏を起用
You Tubeで動画広告もあり

プラットフォーム → POPUP → ホールセール → 海外展示会 → リテール



No.17

㈱サンテイ

最新のシームレス縫製
超音波溶着機×熱板溶着機

LP

Instagram Online store

PITTI
単独出展

TRANOI
パリ出展

3、ブランディングの事例紹介（６－６ サンテイ TECLOR）

・デジタルプラットフォームは整備済み
・POPUP展開、ホールセール
・単独でPITTI、TRANOIに出展
・商品イメージと合致する高感度の
ビジュアルで統一

プラットフォーム → POPUP → ホールセール → 海外展示会 → リテール



＜参考資料＞（９－１ JクオリティのPITTI説明資料） No.18



No.19＜参考資料＞（９－２ JクオリティのPITTI説明資料）



No.20＜参考資料＞（９－３ JクオリティのPITTI説明資料）



No.21＜参考資料＞（９－４ JクオリティのPITTI説明資料）



No.22＜参考資料＞（９－５ JクオリティのPITTI説明資料）



No.23＜参考資料＞（９－６ JクオリティのPITTI説明資料）



No.24＜参考資料＞（９－７ JクオリティのPITTI説明資料）



No.25＜参考資料＞（９－８ JクオリティのPITTI説明資料）



No.26＜参考資料＞（９－９ JクオリティのPITTI説明資料）




